
2  0  2  1

4月 日
（木）8 日

（金）9 日
（土）10 日

（日）11 日
（月）12



佛光寺 街中の隠れた桜スポット。昼休みは周辺のオフィスで働く人たちの癒しの場に
円山公園 いわずと知れた京都の桜の名所。夜、枝垂桜の周辺では場所取りの新入社員たちが
祇園白川 もっとも有名な京都の観光スポットの一つ。夜には舞妓さんに出会えるかも
知恩院 国宝三門をはじめ、広大な敷地内には桜の見どころスポットが多数点在

JR 東海道新幹線線路のすぐ南。運がよければ新幹線と桜のツーショットが撮れるかも

家族そろって楽しめる、市内有数の大規模公園。年間を通してさまざまなイベントも
鴨　川 老若男女を問わず広く市民に愛され続けている鴨川沿いの桜。対岸から眺める景色も絶景
高瀬川 夜になるとにライトアップされ、観光客などでにぎわいます。恒例のさくらまつりも人気

ぜひ、お着物を着てお越しください
世界の観光地・京都で一年の中で一番人気のある「桜」のシーズンです
ぜひお着物を着てお出かけいただき、フォトジェニックな1枚を撮りませんか

秀裳苑ビル

茶の菓（10枚入）
マールブランシュの顔として、国内外で愛される「茶の菓」。
色・味・香りを極めたお濃茶を、シェフの技と五感で繊
細な口どけのラングドシャに。
ミルク感豊かなオリジナルのホワイトチョコレートを挟んで、
深みあるお濃茶の風味を際立たせました。
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六孫王神社

梅小路公園

魚万



　
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
霊
屋
。
こ
の
霊
屋
は

ね
ね
の
墓
所
に
な
り
ま
す
。

　
大
随
求
菩
薩
像
、
ね
ね
と
秀
吉
の
木
像
が
安
置
さ
れ
、

ね
ね
の
像
の
地
下
に
ね
ね
自
身
が
眠
って
い
る
そ
う
で
す
。

内
部
は
見
事
な
蒔
絵
が
施
さ
れ
、
高
台
寺
蒔
絵
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
狩
野
永
徳
の
絵
も
あ
り
ま
す
。

　
普
段
は
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
拝
観
と
な
り
ま
す

が
、
特
別
公
開
時
に
は
近
く
か
ら
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
。

　
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
観
月
台
。

　
開
山
堂
と
書
院
の
間
に
あ
る
小
さ
な
建
物
で
す
が
、
ね

ね
は
こ
こ
か
ら
秀
吉
を
思
っ
て
月
を
眺
め
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

明
治
か
ら
大
正
時
代
に
お
い
て
人
々
の

移
動
手
段
と
し
て
活
躍
し
た「
人
力
車
」。

今
で
も
な
お
、
京
都
観
光
の
足
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
心
地
よ
い
揺

れ
と
風
、
高
い
目
線
か
ら
見
下
ろ
す
新

鮮
な
景
色
は
格
別
。
豊
富
な
知
識
を
持

つ
俥
夫
が
、
毎
日
京
都
の
街
を
駆
け
て

い
る
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ
知
る
穴
場
や
、

お
す
す
め
の
写
真
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
楽
し

く
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
す
。

豊臣秀吉の正室　
ねねの想いがこもる寺

ね
ね
が
眠
る「
霊
屋（
お
た
ま
や
）」

秀
吉
を
偲
ん
だ「
観
月
台
」

一年
で一番
い
い
時
期
の

京
都
を
人
力
車
で

巡
り
ま
せ
ん
か

小堀遠州が手がけたという優美な庭園が、新緑に包まれます。開
山堂と霊屋を結ぶ「臥龍廊」をはじめ観月台や池水など、青もみじ
が変化に富んだ景色の移り変わりを見せてくれます。他にも、台所
坂など青もみじの見どころが多数

高
台
寺
の
創
建
は
１
６
０
６
年
。

豊
臣
秀
吉
の
正
室
、ね
ね（
北
政
所
）が

秀
吉
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

ね
ね
の
秀
吉
を
想
う
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
寺
院
で
す
。

高台寺KOUDAIJI
京都の風を感じながら
人力車で古都観光



日
本
伝
統
織
物

フ
ァッ
シ
ョン
コ
レ
ク
シ
ョン

桝
屋
高
尾

本
加
賀
友
禅
訪
問
着

悠
久
の
昔
か
ら
、

日
本
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
の
織
物
。

そ
の
温
も
り
、
素
朴
な
風
合
い
で

見
る
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ュ
ー
ト
で
上
質
感
の
あ
る
装
い
は

あ
な
た
を
満
足
感
で
包
み
ま
す
。

「
時
に
耐
え
る
美
し
い
織
物
」

受
け
継
が
れ
て
き
た
技
と
、
伝
え
る
べ
き
美
意
識
を
守
り
、

新
し
い
時
代
に
昇
華
さ
せ
る
べ
く
新
商
品
の
考
案
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

加
賀
友
禅
は
、
石
川
県
の
誇
る

日
本
の
染
色
文
化
の
源
流
で
、

そ
の
豪
華
さ
と
品
の
良
さ
、

質
の
高
さ
は
他
に
比
類
の
な
い
も
の
で
、

き
も
の
の
王
様
と
言
え
ま
す
。


